
福島県 玉川村 田中 瑞穂 移住・定住促進

・令和５年１月まで茨城県桜川市の隊員であった。３年
間の任期を終了するにあたり、コロナ禍で十分な活動が
できなかったという想いが強く残っていたため、玉川村
の隊員に応募した。
・ドラマやアニメのロケ地を巡る「聖地巡礼」が生きが
いであり、２０年ほど前のドラマ「世界の中心で、愛を
さけぶ」の空港のシーンを撮影した玉川村に訪れたこと
があった。思い出深い地で地域おこし協力隊として活動
したいと思った

・来年度に「移住サポートセンター」を正式発足させ、
任期中はさらに発展させるべくがんばりたい。一般社団
法人化等も視野に入れ、協力隊卒業後もいくつかの仕事
を掛け持ちしながら、移住コーディネーターとしての活
動を継続したいと考えている。なんとしても定住したい。

【メディア等の取材連絡先】
電話番号：0247-57-2104（すがまプラザ交流センター）
携帯番号：090-6115-0229(個人)
メールアドレス：siberianrailway@gmail.com
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

https://www.instagram.com/ithea_myse/

地域おこし協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標 連絡先

活動内容基本情報

【活動概要】

【現在の活動についての感想】

・多くの村民から日常的に「がんばって！」「村のためにありがとう！」と
激励と感謝の言葉をいただくので、意欲的に取り組んでいる。着任前はここ
まで歓迎してもらえると思っていなかった。
・村民の激励を受けて、「移住するなら玉川村」とプリントした服を着て、
同じ内容のマグネットを貼り付けたクルマで活動するなど誰にでもアピール
する姿勢で取り組んでいる。
・非常にやりがいがあり、時間を忘れて夢中になって活動している。

【年 齢】 ５６歳

【出身地】 熊本県

【転出元】 茨城県

【前 職】 桜川市地域おこ
し協力隊

【活動時期】令和５年２月～

（1年目）

・移住コーディネーターとして移住促進に励んでいる。
・移住ブームであり、メディアへの露出が多くキーパー
ソンとして話すことも多い。

・KFB福島放送の「県民リポーター」を委嘱されており、
自分で撮影した村の映像が「シェア！」という番組で
放送されている。

・着ぐるみやパペットを活用し、多くの村民と交流。
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